
JP 7041127 B2 2022.3.23

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7041127号

(P7041127)
(24)登録日　令和4年3月14日(2022.3.14)(45)発行日　令和4年3月23日(2022.3.23)

(54)【発明の名称】　飲料生成用カプセル

(51)国際特許分類
　   Ａ４７Ｊ 31/06 (2006.01)
　   Ａ４７Ｊ 31/36 (2006.01)
　   Ｂ６５Ｄ 85/804 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ４７Ｊ 31/06 ３２０ 　　　
　Ａ４７Ｊ 31/36 １２２ 　　　
　Ｂ６５Ｄ 85/804 １００ 　　　

(21)出願番号　 特願2019-515928(P2019-515928)
(86)(22)出願日　 平成29年9月19日(2017.9.19)
(65)公表番号　 特表2019-534733(P2019-534733 

A)
(43)公表日　 令和1年12月5日(2019.12.5)
(86)国際出願番号　 PCT/IB2017/055660
(87)国際公開番号　 WO2018/055511
(87)国際公開日　 平成30年3月29日(2018.3.29)

審査請求日　 令和2年7月2日(2020.7.2)
(31)優先権主張番号　102016000095975     
(32)優先日　 平成28年9月23日(2016.9.23)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

イタリア(IT)

(73)特許権者　 514028558
カフィタリー  システム  エス．ピー．エ 
ー．
ＣＡＦＦＩＴＡＬＹ  ＳＹＳＴＥＭ  Ｓ． 
ｐ．Ａ．
イタリア国  ４００４１  ボローニャ  ガ 
ッジョ  モンタノ  ヴィア  パニガリ  ヌメ 
ーロ  ３８－３８／エィ

(74)代理人　 100177426
弁理士　粟野  晴夫

(72)発明者　 ジョヴァンニ  アキュルシ
イタリア国  ４００４６  ボローニャ  ア 
ルト  レーノ  テルメ  ヴィア  ザニョリ  ４６

審査官　 比嘉  貴大

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
カ プ セ ル 内 部 に 収 容 し た 粉 末 食 品 物 質 （ ２ ） に 温 水 を 通 す こ と に よ っ て 飲 料 を 生 成 す る こ  
と が で き る 、 飲 料 生 成 用 の カ プ セ ル （ １ ） で あ っ て 、
カ ッ プ 状 の 収 容 体 （ ３ ） で あ っ て 、 第 １ の 端 縁 （ ７ ） と 第 ２ の 端 縁 （ ８ ） と の 間 に 延 在 す  
る 管 状 側 壁 （ ４ ） と 、 前 記 第 １ の 端 縁 （ ７ ） に 接 続 さ れ 、 前 記 管 状 側 壁 （ ４ ） の 中 心 軸 を  
横 切 っ て 延 在 す る 底 部 （ ５ ） と 、 を 備 え る 収 容 体 （ ３ ） に お い て 、 前 記 底 部 （ ５ ） は 分 注  
孔 （ ９ ） を 備 え て お り 、 前 記 収 容 体 （ ３ ） は そ の 内 部 に 収 容 チ ャ ン バ （ ６ ） を 画 定 し て い  
る 、 カ ッ プ 状 の 収 容 体 （ ３ ） と 、
前 記 第 ２ の 端 縁 （ ８ ） に 固 定 さ れ て 前 記 収 容 体 （ ３ ） の 上 部 を 閉 鎖 す る 、 閉 鎖 要 素 （ １ ０  
） と 、
前 記 収 容 チ ャ ン バ （ ６ ） 内 に 搭 載 さ れ 、 前 記 粉 末 食 品 物 質 （ ２ ） と 前 記 底 部 （ ５ ） と の 間  
に 位 置 す る 、 下 部 フ ィ ル タ 要 素 （ １ ４ ） と 、
前 記 収 容 チ ャ ン バ （ ６ ） 内 に 搭 載 さ れ 、 酸 素 密 閉 性 を も っ て 前 記 収 容 体 （ ３ ） に 固 定 さ れ  
た 、 酸 素 不 透 過 性 の 可 撓 性 材 料 シ ー ト （ １ ９ ） で あ っ て 、 該 可 撓 性 材 料 シ ー ト （ １ ９ ） は  
、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 で 形 成 し た 膜 で 構 成 さ れ る 第 １ の 層 （ ２ ０ ） と 、 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 で 構  
成 さ れ る 第 ２ の 層 （ ２ １ ） と を 備 え 、 前 記 可 撓 性 材 料 シ ー ト （ １ ９ ） は 、 第 １ の ゾ ー ン と  
、 分 注 ゾ ー ン （ ２ ６ ） と を 備 え 、 前 記 第 １ の ゾ ー ン に お い て 、 前 記 第 １ の 層 （ ２ ０ ） と 前  
記 第 ２ の 層 （ ２ １ ） と が 相 互 に シ ー ル さ れ て お り 、 前 記 分 注 ゾ ー ン （ ２ ６ ） に お い て 、 前  
記 第 １ の 層 （ ２ ０ ） と 前 記 第 ２ の 層 （ ２ １ ） と が 相 互 に 分 離 さ れ て お り 、 前 記 分 注 ゾ ー ン  

請求項の数　16　（全16頁）
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（ ２ ６ ） は 、 前 記 第 １ の ゾ ー ン に よ り 画 定 さ れ た 周 長 で 囲 繞 さ れ て お り 、 前 記 可 撓 性 材 料  
シ ー ト （ １ ９ ） は 、 前 記 第 １ の 層 （ ２ ０ ） を 前 記 粉 末 食 品 物 質 （ ２ ） と 前 記 第 ２ の 層 （ ２  
１ ） と の 間 に 介 在 さ せ た 状 態 で 、 前 記 粉 末 食 品 物 質 （ ２ ） と 前 記 分 注 孔 （ ９ ） と の 間 に 位  
置 す る 、 可 撓 性 材 料 シ ー ト （ １ ９ ） と 、 を 備 え 、
前 記 第 １ の 層 （ ２ ０ ） は 、 切 目 （ ２ ５ ） ま た は 貫 通 開 口 を 備 え 、 前 記 切 目 （ ２ ５ ） ま た は  
貫 通 開 口 に つ い て 、 前 記 分 注 ゾ ー ン （ ２ ６ ） が 、 前 記 切 目 （ ２ ５ ） ま た は 貫 通 開 口 を 囲 繞  
す る よ う に 配 置 さ れ て 、 前 記 分 注 ゾ ー ン （ ２ ６ ） に お い て 、 前 記 第 １ の 層 （ ２ ０ ） の 前 記  
粉 末 食 品 物 質 （ ２ ） に 対 向 す る 側 に か か る 圧 力 の 増 加 に よ っ て 前 記 第 ２ の 層 （ ２ １ ） が 破  
裂 す る ま で 、 前 記 第 ２ の 層 （ ２ １ ） を 前 記 底 部 （ ５ ） に 向 か っ て 膨 張 さ せ る こ と を 特 徴 と  
す る 、
カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ の ゾ ー ン に お い て 、 前 記 第 １ の 層 （ ２ ０ ） と 前 記 第 ２ の 層 （ ２ １ ） と は 、 接 着 剤  
層 （ ２ ２ ） に よ り 、 相 互 に シ ー ル さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 可 撓 性 材 料 シ ー ト （ １ ９ ） は 、 さ ら に 、 絡 合 プ ラ ス チ ッ ク 繊 維 の 層 （ ２ ４ ） を 備 え 、  
前 記 第 ２ の 層 （ ２ １ ） は 、 前 記 第 １ の 層 （ ２ ０ ） と 前 記 絡 合 プ ラ ス チ ッ ク 繊 維 の 層 （ ２ ４  
） と の 間 に 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 絡 合 プ ラ ス チ ッ ク 繊 維 の 層 （ ２ ４ ） は 、 ポ リ エ ス テ ル の 織 布 ま た は 不 織 布 で 構 成 さ れ  
る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 １ の 層 （ ２ ０ ） は ポ リ エ チ レ ン で 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の カ  
プ セ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 収 容 体 （ ３ ） の 前 記 底 部 （ ５ ） は 、 前 記 分 注 孔 （ ９ ） を 囲 繞 す る 内 側 環 状 ゾ ー ン （ １  
１ ） と 、 前 記 内 側 環 状 ゾ ー ン （ １ １ ） を 囲 繞 す る 中 間 環 状 ゾ ー ン （ １ ２ ） と 、 前 記 中 間 環  
状 ゾ ー ン （ １ ２ ） を 囲 繞 す る 外 側 環 状 ゾ ー ン （ １ ３ ） と 、 を 備 え 、
前 記 内 側 環 状 ゾ ー ン （ １ １ ） の 方 が 前 記 中 間 環 状 ゾ ー ン （ １ ２ ） よ り も 前 記 閉 鎖 要 素 （ １  
０ ） か ら 遠 く 、 前 記 中 間 環 状 ゾ ー ン （ １ ２ ） の 方 が 前 記 外 側 環 状 ゾ ー ン （ １ ３ ） よ り も 前  
記 閉 鎖 要 素 （ １ ０ ） か ら 遠 く ； 前 記 内 側 環 状 ゾ ー ン （ １ １ ） 、 前 記 中 間 環 状 ゾ ー ン （ １ ２  
） 、 お よ び 前 記 外 側 環 状 ゾ ー ン （ １ ３ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 中 心 軸 を 横 切 っ て 延 在 す る 支  
持 表 面 を 形 成 し て お り ； 前 記 下 部 フ ィ ル タ 要 素 （ １ ４ ） は 前 記 外 側 環 状 ゾ ー ン （ １ ３ ） 上  
に 載 置 さ れ 、 前 記 可 撓 性 材 料 シ ー ト （ １ ９ ） は 、 前 記 中 間 環 状 ゾ ー ン （ １ ２ ） に お い て 、  
前 記 収 容 体 （ ３ ） に 固 定 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 可 撓 性 材 料 シ ー ト （ １ ９ ） は 、 前 記 下 部 フ ィ ル タ 要 素 （ １ ４ ） と 前 記 分 注 孔 （ ９ ） と  
の 間 に 位 置 す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 閉 鎖 要 素 （ １ ０ ） と 前 記 粉 末 食 品 物 質 （ ２ ） と の 間 に 位 置 す る 上 部 フ ィ ル タ 要 素 （ １  
８ ） を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 上 部 フ ィ ル タ 要 素 （ １ ８ ） は 、 剛 性 ま た は 半 剛 性 プ ラ ス チ ッ ク 要 素 で 構 成 さ れ る 、 請  
求 項 ８ に 記 載 の カ プ セ ル 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 下 部 フ ィ ル タ 要 素 （ １ ４ ） は 、 剛 性 ま た は 半 剛 性 プ ラ ス チ ッ ク 要 素 で 構 成 さ れ る 、 請
求 項 １ ～ ９ の い ず れ か に 記 載 の カ プ セ ル 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 収 容 体 （ ３ ） は 熱 成 形 に よ り 作 成 さ れ 、 前 記 カ プ セ ル は 、 成 型 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 で 構  
成 し た 分 注 要 素 （ ２ ８ ） を さ ら に 備 え 、 前 記 分 注 要 素 （ ２ ８ ） は 、 前 記 分 注 孔 （ ９ ） に 嵌  
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挿 し た 管 状 本 体 （ ２ ９ ） で あ っ て 、 前 記 収 容 チ ャ ン バ （ ６ ） を 前 記 カ プ セ ル の 外 部 に 接 続  
す る 飲 料 用 ア ウ ト フ ィ ー ド 孔 （ ３ ０ ） を 内 部 に 備 え る 管 状 本 体 （ ２ ９ ） を 備 え る 、 請 求 項
１ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載 の カ プ セ ル 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 分 注 要 素 （ ２ ８ ） は 、 流 体 密 閉 性 を も っ て 前 記 分 注 孔 （ ９ ） 内 に 搭 載 さ れ る 、 請 求 項
１ １ に 記 載 の カ プ セ ル 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 分 注 要 素 （ ２ ８ ） は 、 前 記 中 心 軸 に 対 し て ア ン ダ ー カ ッ ト 台 座 （ ３ ２ ） を 少 な く と も  
１ つ 備 え 、 前 記 分 注 孔 （ ９ ） の 境 界 を 画 す る 前 記 収 容 体 （ ３ ） の 一 部 が 、 ス ナ ッ プ イ ン 作  
用 で 前 記 ア ン ダ ー カ ッ ト 台 座 （ ３ ２ ） に 挿 入 さ れ る 、 請 求 項 １ １ ま た は １ ２ に 記 載 の カ プ  
セ ル 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 管 状 本 体 （ ２ ９ ） は 、 さ ら に 、 前 記 ア ウ ト フ ィ ー ド 孔 （ ３ ０ ） の 中 心 位 置 に あ る ガ イ  
ド 要 素 （ ３ ３ ） を 備 え る 、 請 求 項 １ １ ～ １ ３ の い ず れ か に 記 載 の カ プ セ ル 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 収 容 体 （ ３ ） は 熱 成 形 に よ り 作 成 さ れ 、 前 記 カ プ セ ル は 、 成 型 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 で 構  
成 し た 分 注 要 素 （ ２ ８ ） を さ ら に 備 え 、 前 記 分 注 要 素 （ ２ ８ ） は 、 前 記 分 注 孔 （ ９ ） に 嵌  
挿 し た 管 状 本 体 （ ２ ９ ） で あ っ て 、 前 記 収 容 チ ャ ン バ （ ６ ） を 前 記 カ プ セ ル の 外 部 に 接 続  
す る 飲 料 用 ア ウ ト フ ィ ー ド 孔 （ ３ ０ ） を 内 部 に 備 え る 管 状 本 体 （ ２ ９ ） を 備 え 、
前 記 管 状 本 体 （ ２ ９ ） は 、 前 記 内 側 環 状 ゾ ー ン （ １ １ ） 上 に 載 置 さ れ て 位 置 す る 、 請 求 項
６ に 記 載 の カ プ セ ル 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 分 注 要 素 （ ２ ８ ） は 、 前 記 分 注 要 素 （ ２ ８ ） が 前 記 下 部 フ ィ ル タ 要 素 （ １ ４ ） に 対 向  
す る 側 に お い て 、 前 記 ア ウ ト フ ィ ー ド 孔 （ ３ ０ ） の 入 口 を 囲 繞 す る 環 状 突 出 端 縁 （ ３ ５ ）  
を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ １ ～ １ ５ の い ず れ か に 記 載 の カ プ セ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 飲 料 生 成 用 カ プ セ ル に 関 す る も の で あ り 、 そ の 内 部 に 収 容 し た 粉 末 食 品 物 質 に  
温 水 を 通 す こ と に よ っ て 飲 料 の 生 成 を 可 能 に す る カ プ セ ル に 関 す る も の で あ る 。 そ の よ う  
な 粉 末 食 品 物 質 は 、 可 溶 性 の タ イ プ で あ っ て も よ く 、 （ 焙 煎 粉 コ ー ヒ ー 等 の よ う な ） 浸 出  
に よ り 抽 出 可 能 な タ イ プ で あ っ て も よ い 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
特 に 、 本 発 明 は 、 特 許 文 献 １ ～ ４ に 記 載 の タ イ プ の カ プ セ ル に 関 す る 。 す な わ ち 、 下 に 置  
い た カ ッ プ に 飲 料 を 直 接 分 注 可 能 な カ プ セ ル に 関 す る 。 そ の よ う な カ プ セ ル は カ ッ プ 状 の  
収 容 体 を 備 え る 。 当 該 カ ッ プ 状 の 収 容 体 は 、 分 注 孔 を 備 え た 底 部 を 有 し 、 上 部 が 閉 鎖 要 素  
に よ り 閉 鎖 さ れ 、 当 該 内 部 に は 、 粉 末 食 品 物 質 と 底 部 と の 間 に 位 置 す る フ ィ ル タ 要 素 を 少  
な く と も １ つ 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の タ イ プ の カ プ セ ル に お い て は 、 粉 末 食 品 物 質 に 対 す る 酸 素 透 過 を 少 な く と も 防 ぐ よ う  
に 、 ま た 、 カ プ セ ル を マ シ ン で 使 用 し た と き に は 当 該 マ シ ン に よ り 上 部 の 閉 鎖 要 素 を 突 刺  
す る だ け で カ プ セ ル 内 に 水 を 注 入 す る こ と が で き る よ う に 、 カ プ セ ル を 作 成 す る こ と が 通  
常 で あ る 。 対 照 的 に 、 カ プ セ ル 内 に は 、 可 撓 性 材 料 シ ー ト で 形 成 し た 酸 素 に 対 す る 障 壁 を  
設 け て お り 、 カ プ セ ル 内 に 水 を 注 入 す る と 当 該 障 壁 が 膨 張 し カ プ セ ル 内 の 固 定 さ れ た 接 触  
要 素 に ぶ つ か っ て 破 れ る た め 、 飲 料 を 流 出 さ せ る こ と が で き る 。 特 に 、 下 部 フ ィ ル タ 要 素  
は 、 ピ ラ ミ ッ ド 型 ス パ イ ク で 事 実 上 完 全 に 覆 わ れ て い る た め 、 障 壁 を 構 成 す る ア ル ミ ニ ウ  
ム シ ー ト が 膨 張 す る と 直 ち に 当 該 シ ー ト を 引 き 裂 く こ と が 可 能 と な る 。 破 れ た ア ル ミ ニ ウ  
ム シ ー ト の 端 縁 等 が フ ィ ル タ 要 素 に 詰 ま る の を 防 ぎ 、 ひ い て は カ プ セ ル か ら 出 て く る の を  
防 ぐ た め （ 実 際 、 多 数 の ス パ イ ク が 存 在 す る た め 、 シ ー ト は 細 断 さ れ う る ） 、 先 行 技 術 に  
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お け る 解 決 策 （ ソ リ ュ ー シ ョ ン ） に よ れ ば 、 フ ィ ル タ 要 素 の 周 囲 に 沿 っ て 、 収 容 体 の 内 部  
壁 と の 接 触 ゾ ー ン に お い て の み 、 開 口 を 設 け て い た 。 す な わ ち 、 ピ ラ ミ ッ ド 型 ス パ イ ク か  
ら 比 較 的 遠 い ゾ ー ン に し か 開 口 を 設 け て い な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
さ ら に 、 す で に 示 し た よ う に 、 こ れ ら 先 行 技 術 カ プ セ ル に お い て は 、 飲 料 は カ プ セ ル か ら  
直 接 カ ッ プ に 分 注 さ れ 、 す な わ ち 、 マ シ ン の ど こ に も 接 触 す る こ と な く 分 注 さ れ る 。 こ の  
目 的 の た め 、 カ プ セ ル の 収 容 体 を 射 出 成 型 に よ り 成 型 し 、 当 該 収 容 体 は 、 外 方 へ 延 在 し て  
分 注 孔 を 囲 繞 す る リ ン グ を 備 え 、 当 該 リ ン グ が 一 種 の 短 管 と な っ て 流 出 す る 飲 料 を 案 内 す  
る こ と で 、 そ の 下 の カ ッ プ に 向 か っ て 飲 料 が 正 し い 方 向 に 流 出 す る よ う に し て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 欧 州 特 許 第 １ ４ ７ ２ １ ５ ６ 号 明 細 書
欧 州 特 許 第 １ ５ ０ ０ ３ ５ ８ 号 明 細 書
欧 州 特 許 第 １ ５ ７ ４ ４ ５ ２ 号 明 細 書
欧 州 特 許 第 １ ８ ０ ８ ３ ８ ２ 号 明 細 書
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 文 脈 に お い て 、 本 発 明 の 根 底 を な す 主 要 な 技 術 目 的 は 、 上 記 の カ プ セ ル を 使 用 す る マ  
シ ン と 同 一 の タ イ プ の マ シ ン に お い て 使 用 可 能 な 飲 料 生 成 用 カ プ セ ル で あ っ て 、 先 行 技 術  
カ プ セ ル と は 別 の 方 法 で 作 成 し た 飲 料 生 成 用 カ プ セ ル を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
特 に 、 本 発 明 の 技 術 的 目 的 は 、 飲 料 を 生 成 す る カ プ セ ル で あ っ て 、 飲 料 の 分 注 に 関 し て 別  
の 開 放 方 法 を 用 い る カ プ セ ル を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 二 次 的 な 技 術 的 目 的 は 、 収 容 体 を 熱 形 成 に よ り 作 成 す る こ と が 可 能 な 、 飲 料 生 成  
用 カ プ セ ル を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
特 定 し た 技 術 的 目 的 お よ び 提 示 し た 目 標 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 し た 飲 料 生 成 用 カ プ セ  
ル に よ り 実 質 的 に 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の さ ら な る 特 徴 お よ び 利 点 は 、 添 付 の 各 図 面 に 示 す 飲 料 生 成 用 カ プ セ ル の い く つ か  
の 好 ま し い 非 限 定 的 実 施 例 を 参 照 し て 行 う 以 下 の 発 明 の 詳 細 な 説 明 に お い て さ ら に 明 白 と  
な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 態 様 に よ る 飲 料 生 成 用 カ プ セ ル で あ っ て 、 そ の 内 部 構 造 が よ く 見  
え る よ う に す る た め 粉 末 食 品 物 質 が 入 っ て い な い 、 飲 料 生 成 用 カ プ セ ル の 軸 方 向 断 面 図 で  
あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 に よ る 飲 料 生 成 用 カ プ セ ル で あ っ て 、 そ の 内 部 構 造 が よ く 見  
え る よ う に す る た め 粉 末 食 品 物 質 が 入 っ て い な い 、 飲 料 生 成 用 カ プ セ ル の 軸 方 向 断 面 図 で  
あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 態 様 に よ る 飲 料 生 成 用 カ プ セ ル で あ っ て 、 そ の 内 部 構 造 が よ く 見  
え る よ う に す る た め 粉 末 食 品 物 質 が 入 っ て い な い 、 飲 料 生 成 用 カ プ セ ル の 軸 方 向 断 面 図 で  
あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ ～ 図 ３ に 示 す カ プ セ ル の 収 容 体 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 す カ プ セ ル の 収 容 体 の Ｖ － Ｖ 線 に 沿 っ た 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ ～ 図 ３ に 示 す カ プ セ ル の 上 部 フ ィ ル タ 要 素 の 上 面 図 で あ る 。
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【 図 ７ 】 図 ６ に 示 す 上 部 フ ィ ル タ 要 素 の Ｖ Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ Ｉ 線 に 沿 っ た 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 １ に 示 す カ プ セ ル の 下 部 フ ィ ル タ 要 素 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ に 示 す 下 部 フ ィ ル タ 要 素 の Ｉ Ｘ － Ｉ Ｘ 線 に 沿 っ た 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ２ お よ び 図 ３ の カ プ セ ル の 下 部 フ ィ ル タ 要 素 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ に 示 す 下 部 フ ィ ル タ 要 素 の Ｘ Ｉ － Ｘ Ｉ 線 に 沿 っ た 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ～ 図 ３ に 示 す カ プ セ ル に お け る 可 撓 性 材 料 シ ー ト の 好 ま し い 実 施 形 態 の 上  
面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ に 示 す 可 撓 性 材 料 シ ー ト の ４ つ の 分 注 ゾ ー ン の う ち の １ つ を 示 す 拡 大 図  
で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ に 示 す 可 撓 性 材 料 シ ー ト を 詳 細 に 示 す 垂 直 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ２ に 示 す 可 撓 性 材 料 シ ー ト の 分 注 ゾ ー ン 以 外 の ゾ ー ン に お け る 構 造 を 示 す  
垂 直 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ４ に 示 す も の と 同 様 の 分 注 ゾ ー ン に お け る 可 撓 性 材 料 シ ー ト の 代 替 的 な 実  
施 形 態 の 垂 直 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す カ プ セ ル の 分 注 要 素 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ７ に 示 す 分 注 要 素 の Ｘ Ｖ Ｉ Ｉ － Ｘ Ｖ Ｉ Ｉ 線 に 沿 っ た 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 ３ に 示 す カ プ セ ル の 分 注 要 素 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 １ ８ に 示 す 分 注 要 素 の Ｘ Ｘ － Ｘ Ｘ 線 に 沿 っ た 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 粉 末 食 品 物 質 を 充 填 し た 図 １ の カ プ セ ル の 軸 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
図 面 に お い て 、 符 号 １ は 全 図 に お い て 本 発 明 に よ り 作 成 し た カ プ セ ル を 示 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
先 行 技 術 カ プ セ ル と 同 様 に 、 本 発 明 の カ プ セ ル １ に も 任 意 の 粉 末 食 品 物 質 ２ を 入 れ る こ と  
が で き 、 粉 末 食 品 物 質 ２ が 可 溶 性 の タ イ プ で あ る か 、 ま た は （ 所 定 の 抽 出 圧 力 を 常 に 必 要  
と し 、 以 下 に 詳 述 す る 加 圧 水 を 用 い た ） 浸 出 に よ り 抽 出 可 能 な タ イ プ で あ る か に か か わ ら  
ず 、 そ れ に 温 水 を 通 過 さ せ る こ と に よ っ て 飲 料 を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
カ プ セ ル １ は 、 カ ッ プ 状 の 収 容 体 ３ を 備 え る 。 カ ッ プ 状 の 収 容 体 ３ に は 、 管 状 側 壁 ４ お よ  
び 底 部 ５ を 設 け 、 そ れ に よ り 収 容 チ ャ ン バ ６ を そ の 内 部 に 形 成 す る 。 管 状 側 壁 ４ は 、 第 １  
の 端 縁 ７ と 第 ２ の 端 縁 ８ と の 間 に 延 在 す る 。 底 部 ５ は 、 第 １ の 端 縁 ７ に 接 続 し 、 管 状 側 壁  
４ の 中 心 軸 を 横 切 っ て 延 在 す る （ 中 心 軸 は 、 カ プ セ ル １ の 中 心 軸 を も 構 成 し て い る ） 。 底  
部 ５ は 、 有 利 に は そ の 中 心 ゾ ー ン に お い て 、 分 注 孔 ９ を さ ら に 備 え る 。 多 層 材 料 シ ー ト 等  
の 閉 鎖 要 素 １ ０ を 管 状 側 壁 ４ の 第 ２ の 端 縁 ８ に 固 定 し て 、 収 容 体 ３ の 上 部 を 閉 鎖 す る 。 こ  
の 固 定 は 、 通 常 、 シ ー ル ま た は 接 着 に よ り 行 う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 収 容 体 ３ の 管 状 側 壁 ４ お よ び 底 部 ５ は 、 単 一 部 品 と し て 作 成  
し 、 好 ま し く は 、 成 型 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 、 ま た は 、 好 ま し く は 熱 成 形 多 層 膜 等 の 、 酸 素 に  
対 す る 障 壁 と し て 機 能 す る こ と の で き る 材 料 を 用 い て 作 成 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
添 付 の 図 面 に 示 す 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 収 容 体 ３ の 底 部 ５ は 、 分 注 孔 ９ を 囲 繞 す る  
内 側 環 状 ゾ ー ン １ １ 、 内 側 環 状 ゾ ー ン １ １ を 囲 繞 す る 中 間 環 状 ゾ ー ン １ ２ 、 お よ び 中 間 環  
状 ゾ ー ン １ ２ を 囲 繞 す る 外 側 環 状 ゾ ー ン １ ３ を 備 え る 。 こ の ３ つ の ゾ ー ン は 、 相 互 に 相 対  
的 な 段 差 を 設 け て 配 置 さ れ 、 内 側 環 状 ゾ ー ン １ １ の 方 が 中 間 環 状 ゾ ー ン １ ２ よ り も 閉 鎖 要  
素 １ ０ か ら 遠 く 、 中 間 環 状 ゾ ー ン １ ２ の 方 が 外 側 環 状 ゾ ー ン １ ３ よ り も 閉 鎖 要 素 １ ０ か ら  
遠 い 。 最 終 的 に 、 内 側 環 状 ゾ ー ン １ １ 、 中 間 環 状 ゾ ー ン １ ２ 、 お よ び 外 側 環 状 ゾ ー ン １ ３  
は 、 中 心 軸 を 横 切 っ て 延 在 す る 支 持 面 を そ れ ぞ れ 形 成 す る 。 こ れ ら の そ れ ぞ れ 異 な る 支 持  
面 は 、 有 利 に は 、 中 心 軸 に 対 し て 同 心 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
下 部 フ ィ ル タ 要 素 １ ４ が 収 容 チ ャ ン バ ６ 内 に 搭 載 さ れ 、 粉 末 食 品 物 質 ２ と 底 部 ５ と の 間 に  
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位 置 し 、 好 ま し く は 、 複 数 の 貫 通 孔 を 設 け た 剛 性 ま た は 半 剛 性 プ ラ ス チ ッ ク 要 素 で 構 成 さ  
れ る が 、 必 ず し も そ れ に 限 定 さ れ な い 。 添 付 の 図 面 に お い て 、 そ の ２ つ の 実 施 例 バ ー ジ ョ  
ン を 示 す が 、 各 実 施 例 は い ず れ も 放 射 状 の 補 強 用 肋 材 １ ５ お よ び 中 央 の 隆 起 １ ６ の 両 方 を  
有 す る 。 第 １ の 場 合 に は 、 図 ９ に お い て 、 各 肋 材 １ ５ は 、 主 に 、 下 部 フ ィ ル タ 要 素 １ ４ の  
底 部 ５ に 面 し た 一 方 の 面 上 に 位 置 す る が 、 第 ２ の 場 合 に お い て は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、  
各 肋 材 １ ５ は 主 に そ の 反 対 側 の 面 上 に あ る 。 い ず れ の 場 合 に も 、 下 部 フ ィ ル タ 要 素 １ ４ は  
外 側 環 状 ゾ ー ン １ ３ 上 に 載 置 さ れ 、 管 状 側 壁 ４ に 作 成 し た 成 形 突 起 １ ７ に よ り 適 所 に 保 持  
さ れ る （ 下 部 フ ィ ル タ 要 素 １ ４ は 、 ス ナ ッ プ イ ン 方 式 で カ プ セ ル １ 内 に 挿 入 さ れ る ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
さ ら に 、 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 カ プ セ ル １ は 、 ま た 、 閉 鎖 要 素 １ ０ と 粉 末 食 品 物 質  
２ と の 間 に 位 置 す る 上 部 フ ィ ル タ 要 素 １ ８ を 備 え 、 上 部 フ ィ ル タ 要 素 も 、 有 利 に は 、 複 数  
の 孔 お よ び 肋 材 を 設 け た 剛 性 ま た は 半 剛 性 プ ラ ス チ ッ ク 要 素 で 構 成 さ れ る が 、 他 の ソ リ ュ  
ー シ ョ ン を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 に よ る カ プ セ ル １ も 、 先 行 技 術 カ プ セ ル と 同 様 に 、 酸 素 不 透 過 性 の 可 撓 性 材 料 シ ー  
ト １ ９ を 備 え る 。 酸 素 不 透 過 性 の 可 撓 性 材 料 シ ー ト １ ９ は 収 容 チ ャ ン バ ６ 内 に 搭 載 さ れ 、  
酸 素 密 閉 性 を も っ て 収 容 体 ３ に 固 定 さ れ て 、 粉 末 食 品 物 質 ２ を 入 れ た カ プ セ ル １ の 一 部 を  
酸 素 密 閉 性 に シ ー ル す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
有 利 に は 、 可 撓 性 材 料 シ ー ト １ ９ は 、 好 ま し く は ポ リ エ チ レ ン ま た は ポ リ エ ス テ ル 等 の プ  
ラ ス チ ッ ク 材 料 製 の 膜 で 構 成 さ れ た 第 １ の 層 ２ ０ を 少 な く と も １ 層 、 お よ び ア ル ミ ニ ウ ム  
膜 で 構 成 さ れ た 第 ２ の 層 ２ １ を １ 層 備 え 、 第 １ の 層 ２ ０ お よ び 第 ２ の 層 ２ １ は 相 互 に 連 結  
さ れ る 。 可 撓 性 材 料 シ ー ト １ ９ も 粉 末 食 品 物 質 ２ と 分 注 孔 ９ と の 間 に 位 置 し 、 粉 末 食 品 物  
質 ２ と 第 ２ の 層 ２ １ と の 間 に 第 １ の 層 ２ ０ が 介 在 し て い る 。 一 般 に 、 可 撓 性 材 料 シ ー ト １  
９ は 、 ま た 、 第 １ の 層 ２ ０ と 第 ２ の 層 ２ １ と の 間 に 介 在 す る 接 着 剤 層 ２ ２ を 備 え て 、 各 層  
が 相 互 に 確 実 に 接 着 さ れ る よ う に し て も よ く 、 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 層 ２ １ の 第 １ の 層 ２  
０ に 対 向 す る 面 と は 反 対 側 の 面 に 塗 布 し た ラ ッ カ ー 層 ２ ３ を 備 え て も 良 い 。 上 記 ４ つ の 層  
を 備 え る 実 施 例 を 図 １ ６ に 示 す 。 他 の さ ら に 複 合 的 な 実 施 形 態 に お い て 、 可 撓 性 材 料 シ ー  
ト １ ９ は 、 ま た 、 絡 合 プ ラ ス チ ッ ク 繊 維 （ i n t e r w i n e d  p l a s t i c  f i b e r s ） の 層 ２ ４ を 備 え  
て も よ い 。 絡 合 プ ラ ス チ ッ ク 繊 維 の 層 ２ ４ は 、 第 ２ の 層 ２ １ を 第 １ の 層 ２ ０ と 絡 合 プ ラ ス  
チ ッ ク 繊 維 の 層 ２ ４ と の 間 に 介 在 さ せ た ま ま 、 第 ２ の 層 ２ １ の 上 記 ラ ッ カ ー 層 ２ ３ と 同 じ  
側 に 結 合 す る 。 特 に 、 絡 合 プ ラ ス チ ッ ク 繊 維 の 層 ２ ４ は 、 有 利 に は 、 ポ リ エ ス テ ル の 織 布  
ま た は 不 織 布 で 構 成 す る 。 ５ つ の 層 を 有 す る 本 実 施 形 態 を 図 １ ４ お よ び 図 １ ５ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 種 々 の 層 の 厚 み は 以 下 の 通 り で あ る ：
－ ポ リ エ チ レ ン 膜 ： １ ０ μ ｍ ± ４ μ ｍ ；
－ 接 着 剤 層 ２ ２ ： ４ μ ｍ ± ２ μ ｍ ；
－ ア ル ミ ニ ウ ム 膜 ： ７ μ ｍ ± ３ μ ｍ ；
－ ラ ッ カ ー 層 ２ ３ ： ４ μ ｍ ± ２ μ ｍ ；
－ ポ リ エ ス テ ル の 織 布 ま た は 不 織 布 ： １ １ μ ｍ ± ３ μ ｍ 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
一 般 に 、 ア ル ミ ニ ウ ム 層 （ 第 ２ の 層 ２ １ ） の 厚 さ は 、 有 利 に は 、 そ の ２ つ の 面 に 作 用 す る  
圧 力 の 差 分 が （ 少 な く と も 以 下 の 分 注 ゾ ー ン に お い て ） ２ バ ー ル 以 上 に な っ た と き に 第 ２  
の 層 ２ １ が 自 律 的 に 破 断 す る よ う に 選 択 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
各 実 施 形 態 に よ れ ば 、 可 撓 性 材 料 シ ー ト １ ９ は 、 下 部 フ ィ ル タ 要 素 １ ４ と 分 注 孔 ９ と の 間  
（ 添 付 の 各 図 面 に 示 す 好 ま し い ソ リ ュ ー シ ョ ン ） 、 ま た は 粉 末 食 品 物 質 ２ と 下 部 フ ィ ル タ  
要 素 １ ４ と の 間 （ あ ま り 好 ま し く な い ソ リ ュ ー シ ョ ン ） の い ず れ か に 位 置 す る 。 好 ま し い  
各 実 施 形 態 に お い て 、 可 撓 性 材 料 シ ー ト １ ９ は 、 中 間 環 状 ゾ ー ン １ ２ に お い て 、 収 容 体 ３  
に 固 定 す る 。 そ の 中 心 ゾ ー ン の み が 内 側 環 状 ゾ ー ン １ １ お よ び 分 注 孔 ９ に 面 し て い る 。 こ  
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の 場 合 も 、 当 該 固 定 は 、 通 常 、 シ ー ル ま た は 接 着 に よ り 行 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 発 明 の 主 な 発 明 概 念 に よ れ ば 、 第 １ の 層 ２ ０ は 、 （ 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ に 示 す よ う に ）  
切 目 ２ ５ を １ 以 上 、 ま た は 、 代 案 と し て （ 図 示 し な い ソ リ ュ ー シ ョ ン ） 、 貫 通 開 口 を １ 以  
上 備 え る こ と が 好 ま し い 。 各 切 目 ２ ５ お よ び 各 貫 通 開 口 は い ず れ も レ ー ザ ビ ー ム で 作 成 す  
れ ば よ い （ そ う す れ ば 、 第 １ の 層 ２ ０ と 第 ２ の 層 ２ １ と を 既 に 連 結 し た 後 で あ っ て も 作 成  
が 可 能 と な る 。 レ ー ザ ビ ー ム を 適 切 な 出 力 で 用 い れ ば 、 単 に レ ー ザ ビ ー ム を 反 射 す る ア ル  
ミ ニ ウ ム を 切 断 す る こ と な く ポ リ エ チ レ ン を 切 断 す る こ と が 可 能 な た め で あ る ） 。 上 記 の  
図 面 に お い て 、 注 目 す べ き は 、 切 目 ２ ５ を よ り は っ き り 示 す た め に そ の 厚 み を 必 要 以 上 に  
大 き く 示 し て い る こ と で あ る 。 実 際 に は 、 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 切 目 ２ ５ の 長 さ は  
、 有 利 に は 、 約 数 ミ リ メ ー ト ル で あ り 、 好 ま し く は 、 １ ｍ ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ で あ り 、 一 方 、 切  
目 ２ ５ の 幅 は 約 ０ ． ５ ｍ ｍ ～ １ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ ２ 、 図 １ ３ 、 図 １ ４ 、 お よ び 図 １ ６ に 模 式 的 に 示 す よ う に 、 第 １ の 層 ２ ０ に 存 在 す る  
各 切 目 ２ ５ ま た は 貫 通 開 口 は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ の 層 ２ ０ の 分 注 ゾ ー ン ２ ６ に お い て 、 お よ  
び 分 注 ゾ ー ン ２ ６ 内 に 形 成 さ れ る 。 各 分 注 ゾ ー ン ２ ６ の 特 徴 は 、 各 ゾ ー ン に お い て 、 第 １  
の 層 ２ ０ が 第 ２ の 層 ２ １ か ら 局 所 的 に 取 り 外 さ れ る こ と で あ る （ 当 該 目 的 の た め に は 、 例  
え ば 、 有 利 に は 、 図 １ ４ お よ び 図 １ ６ に お け る 空 領 域 ２ ７ に よ り 示 さ れ る よ う に 、 接 着 剤  
層 ２ ２ を 局 所 的 に 設 け な い よ う に す れ ば よ い ） 。 実 際 、 こ の よ う に す れ ば 、 使 用 に 際 し 、  
第 １ の 層 ２ ０ の 、 粉 末 食 品 物 質 ２ に 対 向 す る 面 に お い て 過 圧 力 に 達 し た 後 、 同 一 圧 が 分 注  
ゾ ー ン ２ ６ に お い て 第 ２ の 層 ２ １ に も 作 用 し 、 第 ２ の 層 ２ １ は 、 分 注 ゾ ー ン ２ ６ に お い て  
、 局 所 的 に 随 意 に 膨 張 し て 、 破 れ る ま で 底 部 ５ に 向 か っ て 変 形 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
有 利 に は 、 各 切 目 ２ ５ お よ び 各 分 注 ゾ ー ン は 、 す べ て 、 可 撓 性 材 料 シ ー ト １ ９ の 中 央 ゾ ー  
ン に 作 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
一 方 、 す で に 示 し た 通 り 、 一 般 に 、 収 容 体 ３ は 、 任 意 の 材 料 お よ び 任 意 の 方 法 （ 例 え ば 射  
出 成 型 ） を 用 い て 作 成 す れ ば よ い 。 本 発 明 の 第 ２ の 新 規 な 態 様 に よ れ ば 、 収 容 体 ３ は 、 酸  
素 に 対 す る 障 壁 で あ る プ ラ ス チ ッ ク 材 料 を 熱 形 成 す る こ と に よ り 作 成 し 、 分 注 孔 ９ は ダ イ  
カ ッ ト に よ り 作 成 し 、 カ プ セ ル １ は 、 さ ら に 、 成 型 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 で 構 成 し た 分 注 要 素  
２ ８ で あ っ て 、 分 注 孔 ９ に 連 結 し た 分 注 要 素 ２ ８ も 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
詳 細 に は 、 分 注 要 素 ２ ８ は 、 分 注 孔 ９ に 嵌 挿 さ れ て カ プ セ ル １ の 外 側 へ 向 か っ て 突 出 す る  
管 状 本 体 ２ ９ を 備 え る 。 管 状 本 体 ２ ９ は 、 そ の 内 部 に 、 飲 料 用 の ア ウ ト フ ィ ー ド 孔 ３ ０ を  
備 え る 。 ア ウ ト フ ィ ー ド 孔 ３ ０ に よ り 収 容 チ ャ ン バ ６ が 外 部 に 接 続 さ れ る 。 管 状 本 体 ２ ９  
は 、 有 利 に は 、 底 部 ５ 上 （ 特 に 、 図 示 し た 各 実 施 形 態 に お い て は 、 内 側 環 状 ゾ ー ン １ １ 上  
） に 載 置 さ れ る よ う に 位 置 す る 放 射 状 フ ラ ン ジ ３ １ を さ ら に 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
各 実 施 形 態 に よ れ ば 、 分 注 要 素 ２ ８ を 、 流 体 密 閉 性 ま た は 流 体 非 密 閉 性 の い ず れ か を も っ  
て 、 分 注 孔 ９ 内 に 設 け れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
さ ら に 、 好 ま し く は 、 分 注 要 素 ２ ８ は 、 中 心 軸 に 対 し て ア ン ダ ー カ ッ ト シ ー ト ３ ２ を 少 な  
く と も １ つ 備 え 、 そ の 内 部 に 、 分 注 孔 ９ の 境 界 を 画 す る 収 容 体 ３ の 一 部 を ス ナ ッ プ イ ン 作  
用 で 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
さ ら に 、 有 利 に は 、 管 状 本 体 ２ ９ は 、 ア ウ ト フ ィ ー ド 孔 ３ ０ の 中 央 位 置 に 位 置 す る ガ イ ド  
要 素 ３ ３ で あ っ て 、 い く つ か の 支 持 ・ セ ン タ リ ン グ ア ー ム ３ ４ に 支 持 さ れ る ガ イ ド 要 素 ３  
３ を 備 え て も よ い 。 好 ま し く は 、 ガ イ ド 要 素 ３ ３ は 、 テ ー パ 状 の 下 端 部 （ 添 付 の 図 面 に お  
い て は 円 錐 形 ） を 有 し 、 飲 料 を 中 心 軸 に 沿 っ て 確 実 に 分 注 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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さ ら に 、 図 １ ９ お よ び 図 ２ ０ に 示 す 実 施 形 態 に お い て 、 分 注 要 素 ２ ８ の 下 部 フ ィ ル タ 要 素  
１ ４ に 面 し て い る 側 に 突 出 環 状 端 縁 ３ ５ を さ ら に 設 け る 。 突 出 環 状 端 縁 ３ ５ は 、 ア ウ ト フ  
ィ ー ド 孔 ３ ０ の 入 口 を 囲 繞 し 、 使 用 済 み カ プ セ ル を 抽 出 マ シ ン か ら 取 り 外 す 時 点 で カ プ セ  
ル １ 内 に 飲 料 の 残 留 滴 が あ る 場 合 に は そ の 流 出 を 妨 げ る こ と が で き る 。 図 １ ７ お よ び 図 １  
８ の 実 施 形 態 に お い て も 、 ま た 、 分 注 要 素 ２ ８ の 任 意 の 他 の 実 施 形 態 に お い て も 、 同 様 の  
突 出 環 状 端 縁 ３ ５ を さ ら に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
カ プ セ ル １ の 動 作 に つ い て 、 カ プ セ ル １ を コ ー ヒ ー マ シ ン に 挿 入 す る と 、 マ シ ン は 閉 鎖 要  
素 １ ０ を 突 刺 し て 、 閉 鎖 要 素 １ ０ を 介 し て 加 圧 水 を 注 入 す る 。 水 は 、 カ プ セ ル １ 内 に 上 部  
フ ィ ル タ 要 素 １ ８ が あ れ ば 当 該 上 部 フ ィ ル タ 要 素 １ ８ を 通 過 し た の ち 、 粉 末 食 品 物 質 ２ に  
到 達 し 粉 末 食 品 物 質 ２ を 湿 潤 さ せ て 、 飲 料 生 成 プ ロ セ ス を 開 始 す る 。 す な わ ち 、 粉 末 食 品  
物 質 ２ が 可 溶 性 で あ る 場 合 に は 、 粉 末 食 品 物 質 ２ を 融 解 さ せ 、 ま た は 、 粉 末 食 品 物 質 ２ が  
非 可 溶 性 で あ る 場 合 に は 、 芳 香 物 質 を 抽 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
作 成 さ れ た 飲 料 は 、 そ の 後 、 ま だ 未 使 用 の 状 態 （ i n t a c t ） の 可 撓 性 材 料 シ ー ト １ ９ に 到 達  
し 、 そ こ で 止 ま る 。 特 に 、 カ プ セ ル １ 内 の 圧 力 が 上 昇 し た 後 は 特 に 、 飲 料 は 、 第 １ の 層 ２  
０ に 作 成 さ れ た １ 以 上 の 貫 通 孔 ま た は 開 口 内 に 入 り 込 み 、 各 分 注 ゾ ー ン に お い て 第 ２ の 層  
２ １ に 到 達 す る 。 可 撓 性 材 料 シ ー ト １ ９ の 粉 末 食 品 物 質 ２ に 対 向 す る 面 上 に 作 用 す る 圧 力  
と 反 対 側 の 面 上 に 作 用 す る 圧 力 と の 差 分 が 徐 々 に 確 立 さ れ る と 、 当 該 圧 力 に よ り 、 存 在 す  
る １ 以 上 の 分 注 ゾ ー ン に お い て 第 ２ の 層 ２ １ が 底 部 ５ に 向 か っ て 膨 張 し 、 第 ２ の 層 ２ １ は  
、 １ 以 上 の 分 注 ゾ ー ン に お い て 破 れ る ま で 膨 張 し 続 け る 。 注 目 す べ き は 、 第 １ の 層 ２ ０ お  
よ び 第 ２ の 層 ２ １ を 構 成 す る 各 材 料 の 機 械 的 性 質 が 異 な る た め 、 圧 力 の 増 加 に 伴 っ て 第 ２  
の 層 ２ １ は 破 れ る が 、 第 １ の 層 ２ ０ は 実 質 的 に 損 傷 を 受 け ず に い る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
そ の 時 点 で 、 飲 料 は ア ウ ト フ ィ ー ド 孔 ３ ０ の 方 へ 随 意 に 進 む こ と が で き る 。 分 注 要 素 ２ ８  
が あ る 場 合 に は 、 飲 料 は 、 特 に 、 分 注 要 素 ２ ８ に 到 達 し 、 ア ウ ト フ ィ ー ド 孔 ３ ０ に 入 り 込  
み 、 好 ま し く は 、 ガ イ ド 要 素 ３ ３ の 長 さ に 沿 っ て 、 そ の 下 の カ ッ プ に 到 達 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
注 目 す べ き は 、 飲 料 は 、 ア ウ ト フ ィ ー ド 孔 に 向 か う 途 中 で 、 さ ら に 下 部 フ ィ ル タ 要 素 １ ４  
を 通 過 す る こ と で あ る 。 各 実 施 形 態 に よ れ ば 、 飲 料 が 下 部 フ ィ ル タ 要 素 １ ４ を 通 過 す る の  
は 、 可 撓 性 材 料 シ ー ト １ ９ を 通 過 す る 前 で あ っ て も 通 過 し た 後 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
最 終 的 に 、 分 注 中 に 可 撓 性 材 料 シ ー ト １ ９ に 設 け た 貫 通 切 目 （ t h r o u g h  c u t s ） ２ ５ の 横 断  
方 向 幅 を 狭 く （ 約 ０ ． ５ ｍ ｍ ～ １ ｍ ｍ ） す れ ば 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン の 弾 性 に よ り 、 こ れ ら の  
切 目 ２ ５ に よ り カ プ セ ル １ 内 の 圧 力 を 一 定 に 維 持 す る こ と を 担 保 で き （ 圧 力 が 増 加 す る と  
切 目 は 伸 延 し て 大 き く 開 口 し 、 圧 力 が 低 下 す る と 狭 く な る ） 、 そ う す る こ と で 、 特 に 粉 末  
食 品 物 質 ２ が 可 溶 性 で は な い 場 合 に 、 飲 料 抽 出 の 向 上 を 保 証 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
本 発 明 に は 重 要 な 利 点 を も た ら す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
さ ら に 、 実 際 に は 、 本 発 明 に よ り 、 先 行 技 術 カ プ セ ル に 代 替 す る カ プ セ ル を 提 供 す る こ と  
が 可 能 と な っ た 。 こ の 代 替 的 な カ プ セ ル は 、 上 記 の 先 行 技 術 カ プ セ ル を 現 在 使 用 中 の マ シ  
ン と 同 一 の マ シ ン で 使 用 可 能 で あ る が 、 さ ら に 向 上 し た 結 果 が 達 成 さ れ た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
第 １ に 、 新 規 な 可 撓 性 材 料 シ ー ト を 用 い た こ と で 、 先 行 技 術 シ ス テ ム の 単 な る 代 替 物 で は  
な い カ プ セ ル 開 放 シ ス テ ム で あ っ て 、 先 行 技 術 カ プ セ ル を 開 放 す る 圧 力 よ り も 高 い 圧 力 で  
開 放 さ せ る こ と 、 お よ び 、 ア ル ミ ニ ウ ム シ ー ト と 相 互 作 用 す る 機 械 的 な 突 刺 要 素 が 存 在 し  
な い た め 、 飲 料 中 に ア ル ミ ニ ウ ム 片 が 誤 っ て 放 出 さ れ て し ま う リ ス ク を 減 少 さ せ る こ と が  
い ず れ も 可 能 と な っ た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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さ ら に 、 既 に 述 べ た よ う に 、 可 撓 性 材 料 シ ー ト が 備 え る 貫 通 切 目 の 横 断 方 向 幅 が 狭 い 好 ま  
し い 実 施 形 態 に お い て は 、 飲 料 抽 出 の 向 上 を 担 保 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
第 ２ に 、 好 ま し い 実 施 形 態 の 場 合 に お い て 、 分 注 要 素 を 追 加 的 に 使 用 す る こ と に よ り 、 こ  
れ ま で 使 用 さ れ て き た 射 手 成 型 の 本 体 に 代 え て 、 熱 成 形 し た 収 容 体 を 使 用 す る こ と が 可 能  
と な っ た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
最 後 に 、 注 目 す べ き は 、 本 発 明 は 製 造 が 比 較 的 容 易 で あ り 、 本 発 明 の 実 施 に か か る コ ス ト  
も そ れ ほ ど 高 く な い こ と で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
上 記 の 本 発 明 は 、 本 発 明 思 想 の 範 囲 を 逸 脱 し な い 限 り に お い て 、 い く 通 り か に 変 更 し 改 変  
し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
す べ て の 詳 細 は 、 他 の 技 術 的 に 等 価 な 要 素 お よ び 使 用 し た 材 料 等 で 代 替 し て も よ く 、 ま た  
、 使 用 す る 材 料 、 お よ び 種 々 の コ ン ポ ー ネ ン ト の 形 状 お よ び 寸 法 は 必 要 に 応 じ て 変 更 し て  
も よ い 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】
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